Final Lecture : On Sources of Innovation by 萩原 進






























































































































































































































収穫逓増（increasing returns to scale）という特徴を持つことになります。
生産要素の投入が2倍になると生産量が2倍になるのが収穫一定（constant 






















ゴ大学の Journal of Political Economy（JPE）という雑誌に1986年に書いた
「収穫逓増と長期の成長」（Increasing Returns and Long-run Growth）と題
する論文，処女論文ではないのですが成長論について書かれた最初の論文
です。もう一つは，同じくJPEに1990年に書いた「内生的技術変化」
（Endogenous Technological Change）という論文です。両方ともたいへん
有名な論文です。
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わたくしは，だいぶ前からイノベーションが生みだされていくプロセス
に関心をもってきました。イノベーションという言葉は“技術革新”と訳
される場合が多いようですが，訳語としては不適当ですね。イノベーショ
ンは技術の分野でおこる革新的な現象だけをさしているわけではありませ
ん。技術以外のさまざまな分野においても革新はおこります。トヨタ生産
システムなどもイノベーションの代表例といえるのです。フォード生産シ
ステムやトヨタ生産システムは，どのようにして生みだされたのか，とい
った問題を長いこと考え続けてきたのです。Romerの内生的成長論に関す
る最初の論文（1986年論文）を，わたくしはウィスコンシン大学に訪問研
究者として滞在していたときに読みましたが，たいへん大きな刺激を受け
ました。日本に帰ってきてしばらくして1990年論文を読みましたが，Romer
の成長モデルの内容の深さと美しさに心を奪われたことは事実です。わた
くしより13歳も年下のRomer君に，脱帽せざるをえませんでした。
しかしイノベーションの発生過程に関心をもっていたわたくしは，しだ
いにRomerに不満を感じざるをえなくなりました。イノベーション論の角
度から読んでみて，ちょっとがっかりしてしまった。要するに内生的成長
論では，人材形成や研究開発にお金を投ずると知識が増えていき，総合的
な生産性があがって経済が成長していく。人的資本への投資をたくさんす
れば新しい知識やイノベーションが生まれるというのですが，イノベーシ
ョンが生まれるプロセスについては何も説かれていないのです。成長論の
核心であるイノベーションについて，人的投資とR&D投資の重要性しか指
摘していないのです。内生的成長論はたいへん刺激的だったのですが，イ
ノベーション論には何の貢献もみられない。ガッカリせざるをえませんで
した。
彼はまだノーベル経済学賞を受賞してはいませんが，やがてノーベル賞
を受賞すると言われている人です。しかしもっとも重要で肝心なことは何
も明らかにしていないのではないでしょうか。イノベーションの発生学に
かんするわたくしの論文がもし完成したら，わたくしのほうが先にノーベ
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ル賞を取ることになるかんもしれない…。研究室でうつらうつらしながら
こんなことを夢みていたこともありました。
法政大学はイノベーション研究のメッカである
イノベーションはどのようにして起こるのか。イノベーションの源は何
か，あるいはイノベーションを生みだしていく組織とはどんな組織なのか。
これらのイノベーションにかかわる諸問題の研究においては，わが法政大
学はメッカといってよいと思います。日本で最初にイノベーション・マネ
ジメント研究センターを作ったのは法政大学です。法政大学という大学は，
学問において常に先端を行く大学であり，何かやるときはいつでも最初に
手をだすパイオニアなのです。いつもトップに登場するのです。しかし，
たちまちほかの大学も真似をしますので，今やイノベーション・マネジメ
ント研究は飽和状態にあるといってよいかもしれません。
イノベーション・マネージメント・センターを立ち上げたのは洞口君と
いう経済学部の卒業生です。彼はセンター長として，イノベーション・マ
ネージメント・センターを立ち上げただけでなく，イノベーション研究の
分野で世界に通用する高い研究成果をだしているのです。彼の研究は，最
近『集合知の経営』という本にまとまりましたが，たいへんな力作です。
法政大学経営学部の理論的な水準は，日本においてトップクラスの座にあ
るばかりでなく世界的にも高い水準にあります。一橋大学のインベーショ
ン研究などと較べて，まったく引けを取らない。法政のレベルの方はズッ
ト高いかもしれません。
なぜ高いのかというと，経営学部には大物の学者が，学問の世界の黒幕
がたくさんいるからです。法政大学の元総長である中小企業研究の清成忠
男先生，労働経済学の泰斗でカリスマともいえる小池和男先生などなど，
ものすごい黒幕がいるのです。今はあの世にいってしまってもう法政大学
にはおられませんが，岡本秀明先生とか白井泰四郎先生とか，黒幕がキラ
「イノベーションのみなもとについて」
264
星のごとくたくさんいた。
小池先生は今年80歳を迎えましたが，いまだに現役で，今年も『高品質
日本の起源』という大部な本を出されました。清成先生もいまだに現役で
す。洞口君は，大学院は東大の経済学研究科に行きましたが，学部学生の
時代を法政大学経済学部ですごし，経営学部のスタッフになってからはこ
れらの黒幕たちと日々接してきたのです。　　
小池先生のトヨタ調査
最近はイノベーション論が大流行していますので，イノベーションに関
する本が続々と出版されるようになりました。ピーター・ドラッカーやク
レイトン・クリステンセンなどのイノベーションに関する本などがよく売
れているようです。しかしわたくしは，洞口君が2011年に出した『集合知
の経営』をお薦めしたいと思います。この本はイノベーションの発生学を
扱った世界で最高の本ではないかと，わたくしは高く評価しています。企
業レベルと地域レベルの双方について，イノベーションが生みだされてい
くプロセスを解明し，イノベーションが“集合知”によって生みだされて
いく発生プロセスを見事に描きだしたのです。イノベーションを生みだす
集合知の実相に迫ったすごい本です。みなさんに，特に経済学部の学生諸
君には，ぜひ読んでもらいたいと思います。
洞口君の『集合知の経営』の背後には，日本科学技術連盟（日科技連）
が推進してきた品質管理運動（とくにQCサークル）と日本の労働市場と雇
用慣行を詳細に研究した小池先生の研究業績があります。小池先生は，洞
口君にとっても学問のうえでの師匠なのですが，わたくしにとって小池先
生は単なる師匠以上の存在でして，カリスマとでもいった方がよいような
存在なのです。
学生時代のわたくしの夢は，法政大学の先生になることでした。なぜそ
んな夢を抱いていたかというと，わたくしがもっとも尊敬していた二人の
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経済学者が二人とも法政大学の先生だったからです。一人は宇野弘蔵先生
（経済政策論を担当されていた社会学部の教授）で，もう一人は小池先生で
した。
小池先生は，日本の社会政策学会の黒幕であった大河内一男先生の直弟
子です。大河内先生は，経済学部長や副学長や学長などになられて大学行
政に忙殺されていたために，労働調査の大半を大学院生や助手であった小
池先生に下請けさせていました。ですから小池先生は，大学院生の頃から
労働調査に明け暮れていたのです。小池先生の学風が，実態調査と統計デ
ータにもとづいて得られたファクトの研究から始めるという実証主義の色
彩が強いのは，大学院生時代に大河内ゼミで労働調査の下請工をやらされ
ていたことと大いに関係がありそうです。先生は最近までたくさんの労働
調査をやってこられました。調査研究が進むに連れて，日本の労働市場や
雇用慣行は学界で通説として説かれているような遅れた前近代的なシステ
ムなのではなく，むしろひじょうに先進的なすぐれたシステムなのではな
いかという見解をもたれるようになった。日本企業の国際競争力は強力で
あり，特許の申請件数などでみてもイノベーションの能力もたいへん高い。
この強い国際競争力を生みだしている源泉はいったい何なのであろうか，
小池先生の労働研究の関心はこの一点に絞られていったのです。
たとえばトヨタの場合を考えてみましょう。トヨタ自動車が1938年に創
業した頃，フォードやGMと比較すると後発の小さな自動車メーカーにす
ぎませんでした。しかし戦後トヨタは，自動車産業における最大のイノベ
ーターに成長していきます。トヨタは多数のイノベーションを続々と生み
だしていきました。すさまじいまでのイノベーションだったといってよい
でしょう。今では，トヨタをはじめとする日本の自動車業界が生みだした
イノベーションによって，地球環境問題などの環境問題もおおかた解決さ
れていくメドがつくところまできました。
なぜかといいますと，世界中にエコカーが普及していったら，自動車の
排気ガスの問題はほぼ解決されることになるからです。皆さんはそう思い
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ませんか。HVエンジンを使ったエコカーを生みだしたのは，トヨタとホン
ダでしょう。クルマの小型化，軽量化による燃費効率の改善も日本の自動
車会社のお家芸でした。日本はイノベーションを生みだす高い能力を持っ
ている国なのです。しかしなぜイノベーション能力が高いのかという謎は，
まだ十分に解けてはいません。ホンダがなぜ次々とイノベーションを生み
だすことができるのか。トヨタがなぜイノベーションを次々と生みだして
きたのか。詳しく調べてみなければわからない謎といってよいと思います。
謎を解いたと称する本もたくさんでています。経営評論家の書いたものが
たくさん出ておりますが，あまり中味のない空疎な本が多い。豊田佐吉以
来の発明志向の伝統によるのだといったような皮相な，どうでもいいよう
なことしか書かれていません。
小池先生たちはトヨタの工場についてもこつこつと調査を重ねてきまし
た。トヨタの労働組合に頼まれて『もの造りの技能』という大きな調査報
告書を書いておられます。東洋経済新報社から出ましたこの本がそれです。
これら一連の調査を通じて，日本の企業がイノベーションを生み出してい
くプロセスがだいたいわかってきました。そのポイントは，この調査報告
書に詳しく書かれていますが，なんせ大部な本ですのでごくかいつまんで
要点だけを紹介しておくことにします。今日お配りした資料のなかに4レ
ベルの技能水準という資料が入っていると思いますが，この表が小池先生
のトヨタ調査のエッセンスを示している表です。
イノベーションを生みだす力：労働者の熟練度の高さ
小池先生は，誰でも簡単にやれそうな仕事，単純労働と思われているよ
うな仕事に注目し，そこから職場組織と労働者の技能の分析を開始します。
自動車工場でいうと塗装工場がそうですし，車体工場もそうですが，特に
組立工場を，一見すると熟練をまったく必要としない単純労働が支配的な
職場を選び，技能の形成過程を調べたのです。チャップリンの『モダン・
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タイムス』という有名な無声映画をご存知でしょう。あの映画は，デトロ
イトにあったフォードの組立工場の労働の世界を風刺的に描いたもので
す。組立ラインの仕事はすべて流れ作業で，入社して２〜３時間ほど訓練
を受ければ誰にでもやれるような単純作業ばかりです。労働者は毎日毎日
同じ単調な繰返し作業をやり続けるのです。これが有名なフォードの車両
組立職場の実態である，というふうにチャップリンは映画で描いていく。
小池先生は組立ラインの作業を非常にていねいに調べました。最終組立
ラインは，だいたい15から20の持場（もちば）に分かれています。トヨタ
の場合，高校卒の新入社員が組立ラインに配属されると，いちばん簡単な
作業の持場から仕事をさせられます。半年あるいは1年たって，その持場の
仕事をなんとかこなせるようになると，「もう一つ別の持場をやってみない
か」と声がかかり，「いや，私はまだこの持場を続けたいです」という人は
同じ持場で仕事を続ける。しかし２年ぐらいやっていると少し飽きてきて，
もっと別の持場をやってみたいというと持場を異動させる。今までよりち
ょっと難しい持場へ移動する。そうやって最終的には全部の持場を経験さ
せる。全部の持場をマスターしたら，次に隣の職場，隣の別のラインへ異
動させる。別の職場（ライン）の組立を経験させる。労働者には，仕事を
覚えるのが早い人と遅い人がいますので，経験する持場の数もさまざまで
す。意欲的な人でも，10ぐらいまで持場をこなせるようになったけれども，
それ以上は自分の能力では無理だから，これで勘弁してくださいといって
定年までそれ以上の持場にチャレンジしない人もいる。トヨタでも５つぐ
らいの持場が限界という人もいます。しかし，非常に速いスピードですべ
ての持場20を全部マスターしてしまい，ほかのラインの仕事もやってみた
いという人もかなりいます。
それから品質管理もラインの仕事とされている。トヨタでは，品質管理
は品質管理部の専管事項ではありません。品質管理のかなりの部分をライ
ンが担当しているのです。品質管理部は，最終組立が終わった最後のとこ
ろで性能の検査を担当しています。トヨタ用語で解析と呼ばれている仕事
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です。検査ではエンジンなどのチェックをやりますが，こまごました品質
の管理は全部ラインでやることになっているのです。ラインで不具合を見
つけたら，ライン上で直ちに直せということになっているのです。大野耐
一さんが開発したといわれているトヨタ生産方式の解説本によると，不具
合を見つけたらラインを止めろと書いてあります。ラインストップを恐れ
るなと。
あるアメリカの学者が，今度の東京電力の発電所の事故についてこうい
うことを言っていました。日本の工場では，たとえばトヨタでは，ライン
でトラブルが起こったときにはすぐに工場を止めろというのが原則になっ
ている。なぜ東京電力は，津波がくる前に原子炉を止めなかったのであろ
うか。日本の製造業の強いところは，不具合やトラブルが起こったら工場
を直ちに止めて不具合を直すという品質重視・安全優先が徹底しているこ
とである。アメリカの工場ではそれがなかなかできない。工場を止める権
限を誰が握っているかという権限の問題があるからです。トヨタの工場で
は，現場の誰でもいいからトラブルを見つたらすぐにラインを止めてよい
ことになっている。その点は日本のほうがアメリカよりも徹底していると
いえるでしょう。本当にそのとおりです。機械の保全の場合でもそうです。
機械の不具合，機械がトラブルを起こしたとき，すべて保全班が来て保全
班の人に直してもらうのではなくて，できるものはラインで直してしまう。
整理しましょう。トヨタの最終組立ラインでは，組立工は４種類の仕事
をこなす能力を身につけることが要請されている。
１．できるだけたくさんの持場をこなせるようになる。
２．別の職場，隣のラインも経験する。
３．品質不具合を発見しライン上で直す。
４．設備の不具合もできるものはラインで直す。
この４種類の仕事をこなせるようになると，どういうタイプの労働者が
形成されていくことになるのでしょうか。工場の製造現場で，組立ライン
でいろいろな問題が起こっても，だいたい現場で処理してしまう，問題処
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理能力の非常に高い労働者が形成されていくのです。労働者の全部とは言
いません。持場が５つぐらいこなせるようになったところで，これで限界
だ，これ以上持場を増やすのは無理ですという人もいます。しかし半分以
上の人はすべての持場をマスターし，隣のラインもマスターして，この４
つを全部マスターしてしまうのです。
ちなみに，アメリカのフォードやGMの組立工の場合，こなせる持場は
せいぜい２つか３つです。組立工の労働者の熟練度の比較，アメリカと日
本を比較すると，アメリカはお話にならないのです。日本の方がダントツ
に高い。この点について，アメリカの研究者たちもある程度気づいている
のです。日本の自動車産業は，非常に高い競争力を保持している，高品質
であるにもかかわらず価格の安いクルマを造る能力をもっている。その原
因は，現場の労働者が非常に高い問題処理能力をもっているからなのでは
ないか。フォードはデミングを顧問に雇って，1980年代に全員参加経営を
うたって品質向上運動を徹底的にやったけれども，十分な成果をあげるこ
とができなかった。それは労働者の熟練度が低すぎたからです。技能レベ
ルを日本のレベルにまであげることがどうしてもできないのです。
イノベーションを生みだす力：設計部門と製造部門のコラボレーション
さて，ここから話をイノベーションにもどすことにします。皆さんご存
じのように，日本では車は３年ごとにモデルチェンジをします。それから
時々新車の開発もおこなわれます。トヨタでは，新車の開発やモデルチェ
ンジはこんな風におこなわれていきます。
まず役員会で，次の車の設計の総指揮をとる設計主査が任命されます。
生産技術部の設計部門のベテランが設計主査に任命されるようです。たと
えば「萩原君，君が今度のモデルチェンジの設計主査ときまったので，君
に設計の総指揮をとってもらう」「わかりました。ガンバリます」。設計主
査は，プロジェクト・チームのチーフですのでラインの長のような人事権
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はもっていません。会社の中からいろいろな人を集めて設計チームを作っ
ていくのです。まず本社に設計チームをつくるわけです。ところがトヨタ
の場合，三つの設計チームが同時にスタートするのです。本社に車の設計
チーム，工場にラインの設計チーム，それから社外企業を含む部品の設計
チームの三つです。三つの設計チームが同時に平行して設計をはじめるこ
とを，同時設計（simultaneous engineering）というのだそうですが，トヨ
タでは同時設計をやっている。
問題は，工場の労働者たちは設計にどうかかわっているのか，という問
題です。車の設計チームの中には労働者は入っていません。しかし，製造
ラインの設計チームは工場のエンジニアと工場の労働者から編制されま
す。ラインの労働者がかなりたくさん設計チームに入ります。この設計チ
ームは，パイロットチームとトヨタでは呼ばれています。「君は来年は新車
のパイロットチームに入ってもらうことになった。だから，しばらくはラ
インから離れてパイロットチームに専念してもらうことになる。ラインの
方はオフだ」。パイロットチームにはかなりのベテランが送り込まれるよう
です。年齢は35歳前後でしょうか。
まず会社の設計部から設計構想が出されます。設計構想が固まって詳細
設計に行くまで，パイロットチームは文句を言い続けます。ラインから見
ての設計の不備を指摘し続けるのです。「こんな設計だったら生産性が下が
ってしまう」とか「こんな設計では品質上の不具合が多くなるので設計変
更が必要だ」などなど，次々に意見をだしていくのです。本来は製造ライ
ンの設計が任務なのですが，製品の設計チームにも意見をドンドン出して
いくのです。
ラインの設計においては，設計の権限と最終責任は製造エンジニア出身
の設計主任が負っています。ですがラインの設計の場合，パイロットチー
ムの中での労働者の発言権は非常に高い。エンジニアはちょっとかわいそ
うだなと思うこともある。発言権がエンジニアよりも労働者のほうが強い
場合が多いからです。車体工場の溶接のライン設計では，労働者の意見に
271
従うのが普通です。溶接ロボット間の距離は何メートルにしたらよいかと
いう問題については，エンジニアの出る幕はないようです。「なんですかこ
の設計は。素人の設計じゃないですか。これでは労働災害が続出しますよ」
「ふざけるなよ。俺は名古屋大学工学部の博士課程を出た機械のプロなのだ
ぞ」と言っても全然だめですね。話にならない。現場の労働者の方がライ
ンの設計については発言力が強いからです。
みなさんはセルシオが登場したとき，あるいはプリウスが登場したとき，
これはすごいイノベーションだと思いませんでしたか。新しい高品質の車
を安く造るのは，たいへんむずかしいことです。よい車は，天才的なデザ
イナーによって生みだされるものではありません。いろいろな人たちの知
恵が集まって，車は造られているのです。製品の設計主任の力だけではダ
メです。ラインの設計担当者の力だけでもダメです。皆の知恵が集って，
皆の力がコラボレートして，集合知の力でイノベーションが生みだされて
いくのです。
集合知がイノベーションを生みだす
わが法政大学の経営学部のスターである洞口先生，私の教え子でもあり
ますから洞口君と言っておきますけれども，洞口君の『集合知の経営』は
イノベーションの組織論にはじめてメスを入れた力作です。洞口理論の背
後には，清成先生の産業集積研究や小池先生の内部労働市場研究があり，
洞口君が先達の研究を集大成して『集合知の経営』に結実させたことによ
って，法政大学はイノベーション研究のメッカになることができたのです。
Romerは，経済を持続的に成長させていくのはイノベーションにもとづ
く生産性の向上であることを明らかにしました。そして技術進歩が，研究
開発部門での新知識の誕生（イノベーション）→中間財部門における新知
識の利用（イノベーション）→最終財部門における新知識の利用（イノベ
ーション）という経路をへて進行していくという，技術進歩の進行プロセ
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スを解明いたしました。知識が，研究開発→中間財→最終財の連鎖を通じ
て，累積的に増加していくこともあきらかになりました。100年前の
Schumpeterの新結合（neue Kombinationen）の理論が，Romerによって一
歩前に進められたといってもよいでしょう。しかしRomerの業績は，そこ
で終わっています。Romerではなく法政大学の先生たちの手によって，内
生的成長論の核心が解明されたのです。
Romerはノーベル賞を辞退したほうがいいのではないでしょうか（笑）。
ノーベル賞は日本の小池先生や洞口先生が受賞すべきであると言って辞退
を申し出たとしたら，Romerは非常に知性の高い人だったということがわ
かります。あまりアメリカの経済学者をけなしていると，反米主義者みた
いに思われてしまう恐れがありますので，これ以上の批判はやめておきま
す。
日本の成長戦略：iPSを使った創薬と再生医学の研究
最後に，日本の成長戦略に触れて最終講義を終えたいとおもいます。
総選挙がようやく終わって静かになったところですが，総選挙では成長
戦略についてあまり突っ込んだ議論はなされませんでしたね。自民党の安
倍総裁は，『取り戻せ』と叫んでいました。1980年代の日本が世界に輝い
ていた時代，1980年代の日本を『取り戻せ』と安倍さんは言っていたのか
もしれません。90年代から2000年代にかけて，失われた10年とか失われた
20年という言い方がされていますけれども，あれはちょっとおかしいとわ
たくしは思っています。この20年間，経済成長率は１％程度で低かったの
は事実ですが，日本の経済的進歩はすさまじいものでした。ハイブリッド・
エンジンの車が普及していくとか，スーパーコンピュータの京が世界１に
なるとか，目を見張るような技術進歩が起こっているのです。
日本の経済をもうちょっと正確に見てほしいと思います。リーマンショ
ックがあったにもかかわらず，OECD加盟国の中で失業率がいちばん低い
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のは韓国で3.5％，次は日本で4.2％です。ほぼ完全雇用に近い経済です。
アメリカはようやく８％を切って，オバマさんは今ホッとしているところ
ではないかと思いますが，アメリカの失業率は約10％から徐々に7.7％にま
でやっと下がってきたのです。フランスは10％，イタリアは11％となお高
く，スペインやギリシャは失業率を出すのがかわいそうなくらい不況に陥
ってしまっています。
日本の経済はかなり安定しているのです。名目賃金は10％ほど下がって
きていますが，デフレで実質賃金は下がっていません。日本経済は安定を
保っているだけではありません。日本がもっている高いイノベーション能
力がついにものをいう時代が，すぐそこに近づいてきているのです。
日本経済はすでに最盛期を過ぎて衰退期に入ったのだといった類の悲観
論が，日本中に横行しています。エルピーダの破綻，シャープの液晶ＴＶ
の挫折，パナソニック，ソニーの大赤字，日本の産業はもうダメになって
しまったのではないか。日本の企業は韓国に学ばねばならないといった本
が，何冊もでています。ほんとうに日本の産業は，韓国との競争に敗れて
しまったのでしょうか。韓国の三星やＬＧや現代自動車の競争力が強くな
ったのは事実です。韓国の競争力が強くなったのは，ウォンが円に対して
60％も安くなったからなのです。為替レートが適正レート（１ドル＝100
円？）にもどれば，電機産業の競争力はすぐにでも回復するでしょう。
日本の競争力に挑戦してくる国は，これから出てくるでしょうか。私は
かなりたくさん出てくると思います。経済というのは競争力の戦いです。
トヨタ生産方式を今徹底して勉強して導入しているのはドイツです。社会
学部の公文先生は，南アフリカの外資系企業の調査をしていますが，南ア
のベンツの工場は徹底的にトヨタ方式でやっていて，部分的にはトヨタを
超えてしまっている。トヨタをお手本にしながらトヨタを超えてしまって
いる。そういうケースは，アメリカやヨーロッパの国々でも，続々と出て
くる可能性があるし，韓国や台湾や東南アジア諸国においても出てくるこ
とでしょう。日本が過去の成功にあぐらをかいていると，競争相手に追い
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越される危険性はたえず存在するのです。
ただし，日本はそう簡単には追い越されないと思います。まず日本は労
働者の知的なレベルが高く，熟練度も高い。労働者の学歴水準は，今は日
本の場合は高校卒です。大企業はその中でわりといい上澄みのところを採
用できるわけです。日本の大企業の生産システムは，そういう良質な高卒
労働者によって組み立てられ支えられているのです。しかし，外国だって
日本と同じような進学率の水準に近づいてくるでしょうし，日本を追い越
していくことも十分に考えられます。
しかしそれでも，簡単には追い越せないだろうと思います。そのあいだ
にわが国は，新しい戦略産業を育てていく努力をしていかねばなりません。
この点はRomerが言っている通りです。人材形成と研究開発に重点的に投
資をしていけということです。日本の場合，何を戦略産業として育ててい
くべきでしょうか。アニメーションとか，AKB48のようなエンターテイメ
ントとか，いろいろあって選択肢がたくさんあって迷います。わたくしは
政府に，２つの産業を戦略産業として育てていくことを薦めたいと思って
いるのです。安倍総理が耳を傾けてくだされば幸いなのですが。
ひとつは山中先生がiPS細胞を2006年につくることに成功しました。
2006年はマウスのⅰPS細胞をつくったのですが，翌2007年には人間のiPS
細胞をつくることに成功しました。2007年のときはウィスコンシン大学と
同時の発表だったようです。とにかく生命科学の面で，日本は一挙にトッ
プに躍り出るという快挙をなしとげたのです。イギリスの学者は，山中先
生の研究はたぶん21世紀最大の発見となるであろう，この発見を超えるよ
うな発見は21世紀のうちには考えられない，ドクター山中のやった仕事は
非常に大きい，といっています。
iPS細胞は，新薬開発の分野で強力な武器になるといわれています。新薬
を開発していく上で，人間の生きた人体を実験台に使う必要がなくなるわ
けです。iPS細胞からつくった細胞を使って，新薬の効果をテストすること
が可能になったのです。創薬の効率性と安全性が飛躍的に高くなる。これ
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が一つです。もう一つは再生医学です。老人性の黄班変性で失明に近い状
態になってしまった人の視力を，網膜の再生によって回復できる可能性が
開けてきた。網膜の再生は，理研が担当しているようですが，かなり近い
将来に実現しそうです。山中先生によると，網膜の再生はもうじきできる
そうですが，iPS細胞を使った再生技術としては最初のケースになりそうで
す。
iPS細胞が製薬と再生医学の面でどのくらいの成果を生み出していくの
かは予想できません。それこそ莫大な投資をしなければだめでしょう。私
も京都大学の研究所に，ほんのわずかですが，寄付をしようと思っていま
す。金額は恥ずかしくて言えないですけれども。
日本が製薬と再生医学の面で世界のリーダーシップを取る可能性が出て
きた。これは非常に大きな，日本人にとってたいへんうれしいことです。
山中先生は，たぶんトップ争いになったらアメリカに負けるかもしれない
とおっしゃっています。彼はカリフォルニア大学サンフランシスコ校で3
年間研究をしましたから，アメリカの強みをよく知っています。アメリカ
が必死になって開発してきたら日本は対抗できるかどうか。互角でいける
だろうとは思います。仮に２位になったとしても，世界の人をどれだけ幸
せにできるか。それを考えたら，もうわくわくしてきます。しかも日本は
今その主導権を握っている。
日本の成長戦略：小型のジェット旅客機
もう一つは，戦前の主力産業であった航空機の技術力を復活させること
です。航空機産業は，軍用機と関係が深いので，戦後ずっとアメリカに抑
えられてきたわけです。ところが最近，航空業界に大きな変化が起こって
きました。燃料が高騰していて，大きなジャンボジェット機では，航空会
社は採算がとれなくなってきているのです。今や旅客輸送の分野で，ジャ
ンボジェットの時代は終わったともいわれています。これからは小さい燃
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費のよい旅客機が主力になるであろう。格安航空会社LCC（Low Cost 
Carrier）というのだそうです。たとえば香港に往復1万円で行けるように
なるかもしれない。片道5000円，往復１万円。東京から鹿児島に行くのに
往復4000円。新幹線よりも安い。そういう時代が来つつあるわけです。10
人乗りとか40人乗りとか，せいぜい多くて100人乗りの小型の旅客機です。
ジェット機ですから速い。
新しい小型のジェット旅客機が，来年2013年に三菱航空機から出ること
になっています。Mitsubishi Regional Jet（MRJ）という飛行機です。アメ
リカはこの分野ではかなり出遅れてしまった。500人乗りのようなジャン
ボジェット機ばかり造ってきましたから，小型機への転換が容易ではない
のです。小型ジェット機となれば，ブラジルや中国やロシアが有力なライ
バルとして出てくるでしょう。これらの国の航空機産業は，巨額の軍事予
算によって支えられています。日本は，軍事予算はほんのわずかで，兵器
はほとんどアメリカからの武器輸入に依存しているのです。戦争はいやだ
というパシフィズムが強く，困ったことに国の安全保障に国民はほとんど
関心を示しません。日本の航空機メーカーは，戦闘機の開発などはほとん
どやらせてもらえなかった。そのような逆境の中にあって，民間航空機を
中心にして細々とこつこつとやってきたわけです。しかし航空エンジンの
技術者たちの努力によって，ようやく成果が出てまいりました。日本の航
空機メーカーが，軍用機ではなくてむしろ旅客機の分野で大活躍をする時
代がやってきたのです。日本の機械工業は，造船から始まって，自動車，
オートバイ，ブルドーザー，工作機械，カメラ，時計，建設機械など，ほ
とんどあらゆる分野で，世界のトップにあって主導権を握っています。一
つだけ握れなかったのが航空機であった。それも日本が握れる可能性がで
てきたのです。
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21世紀は日本の世紀である
わたくしが安倍総理に薦めたい戦略産業は，以上の２つです。日本の成
長戦略は，Romerも言っている通り，政府も民間も人材育成と研究開発に
おもいきって大きなお金を投じること，国民が自分の子どもをしっかり育
て国を愛する優秀な人材に育てていくこと，この２つにつきるのではない
でしょうか。教育投資，研究開発投資を大規模にやっていこうではありま
せんか。いくつかの戦略的な産業に重点を置いて，わが国の有名な産業政
策，かのIndustrial Policyを，世界から警戒された通産省（経済産業省）が
中心になって，推進していってほしいと思います。日本をもういちど世界
一の国にするために，通産官僚たちは旗を高く揚げてほしい。官僚バッシ
ングなどに負けていてはいけません。官僚になるよりは民間企業でエリー
ト・サラリーマンとしての人生をすごす方がよさそうだ，などといったケ
チな考えは捨ててほしい。渡邉喜美さんのみんなの党などは，所詮泡沫政
党にすぎません。あの程度の官僚バッシングに負けていてはだめです。経
産省よがんばれ。京都大学よがんばれ。三菱重工よがんばれ，とエールを
おくりたい。さいわいiPS細胞の方は，京都大学を中心として，理研，阪
大，慶大医学部，東大医学部などのヨコの連携体制がしっかりとできてい
るようです。文部科学省は，オールジャパンの体制でいくことを決めたよ
うです。われわれ国民は，日本のかがやかしい未来に期待して，お正月を
迎えようではありませんか。
最後は萩原先生の大ボラです。ご清聴ありがとうございました。これを
もって私の最終講義とさせていただきます。（拍手）
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